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ＮＴＴＯＢたわら会・ふれあいボランティア・個人ボランティアさんによる
障害者支援施設  県立陽光園の車イス清掃ボランティア活動

コロナ禍でも

　新型コロナウイルス感染防止対策により、ボランティア活動も例年どおりに行えない中、４月以降
陽光園の車イス清掃が再開されました。車イス清掃は月２回、NTTOBたわら会（代表者 服部紘さん）・
ふれあいボランティア（代表者 長尾瞳さん）・そして個人ボランティアの皆さんが行っています。車イスは
毎回ボランティアの皆さんが、クロスやブラシなどを使って細かいところまで丁寧に清掃されピカピカに！
　陽光園の職員の皆さんからは「ボランティアさんに定期的に清掃していただいてありがたい」「利用者
も喜んでいます」との感謝の声をいただきました。
　ボランティアの皆さんは今後も感染対策をしながら、継続的な活動を予定しています。

ボランティアさん　ありがとうございます！ボランティアさん　ありがとうございます！

 

 ボランティアさんコロナ禍、皆さんのお役に立てれば・・・
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令和２年度　事業報告
　※令和３年度第１回理事会（5月27日）及び定時評議員会（書面決議）において承認されました。
　令和２年度は少子高齢化、ゲリラ豪雨や地震などの災害対策への課題に加え、新型コロナウイルス感染
症の影響による生活様式や働き方の変化、高齢者のフレイル予防など新たな課題が発生している状況にあ
りました。
　こんな時こそ市民の皆様に寄り添った事業展開が重要であると考え、市をはじめとする関係機関、自治
会、民生委員児童委員、ボランティア団体の皆様のご協力のもと、美濃市地域福祉活動計画（第３期 )に
定める『わっちらみんなで「ふくし」のまちづくり』を基本理念に、市民の皆様が日々の暮らしの中で様々
な課題を地域で解決し、住み慣れた地域で自立した生活を続ける事ができることを目指し、３つの基本目
標と９つの重点課題に基づき各種事業を実施し、安心して暮らせる福祉のまちづくりの推進に努めてまい
りました。

＊会費の納入事業
　〇一般・特別会費
　　　　　…加入世帯6,130世帯  3,078,000円
　〇賛助会費…234社  1,309,000円
　〇施設・団体会費…13施設・5団体　80,000円
●社協みの (年 6回 )・社協PRパンフレット発行
●社会福祉大会開催（職員による本会の事業発表）
●地域見守り活動
＊高齢者ふれあいサロン26団体へ活動助成
　（延べ179回  参加者2,584名）
＊一人暮らし高齢者食事サービス（延べ2,221食）
●支部社協活動支援（メニュー事業助成）
　高齢者の熱中症対策946世帯など
＊いきがいデイサービス（58回  参加者延べ611名）

＊日常生活自立支援事業　
＊法律相談事業（延べ63件相談）　
●手話奉仕員養成講座（入門編18回開催）
●福祉協力校への助成事業
　（市内の全小･中･高校８校）
●福祉啓発ポスター募集事業（応募者335名）
●小地域コミュニティ創造事業
　（高齢者等  計 1,054名参加）
＊子育て支援サロン3団体へ活動助成　　
●災害ボランティアセンターの機能強化　
　コロナ対策を講じる設置運営訓練・備品の整備
●コロナ感染症防止対策（事業全般）　　
＊第４期美濃市地域福祉活動計画の策定
＊働き方改革の取り組み　　　　　　など

●重点事業

　コロナ禍、外出を自粛される高齢者の介護予防
活動に努めました。
　また、生活の悩みや困難を抱える人への支援と
して相談体制の充実に努めました。
●健幸いきいき教室（延べ604名）　　　
●認知症サポーター養成講座（3会場 19名） 　

●認知症カフェ　（7回）　
●認知症予防教室（9回×2会場  延べ 182名）
●オレンジビクス体操　（22回  延べ 249名）
●座って体操　（12回×2  延べ 264名）
●総合相談支援（1,686件） 
●生活困窮者自立支援相談 (延べ1,198件 ) など

　高齢になっても、住み慣れた地域で安心し
て暮らせる地域にするための体制整備に努め
ました。
＊困りごとアンケート調査の実施
　（聴き取り・ハガキ等）
＊がやがや会議
　（サポーター意見交流会）　

　コロナ禍、利用者の状態に合わせケアプランを作成
し、住み慣れた家で安心して生活できるようサービス
の充実に努めました。
＊ケアプラン作成（1,387件）
＊訪問件数（1,792件）
＊福祉機器貸出（54件）
＊福祉機器リサイクル事業
　（登録42件 譲渡 36件） 

福祉のまちづくり事業　共同募金配分事業　　　法人運営

地域包括支援センター　 【生活困窮者支援相談窓口併設】

生活支援体制整備事業 まごころ支援センター



3

みのりの家作業所 美濃北デイサービスセンター

美濃ホームヘルプサービスセンター みのりの家ふれあいホーム

　障がいのある方に、創作や生産活動の機会を
提供、社会交流の促進などを実施し、自立した
生活を送れるよう支援に努めました。
●市内外の店舗や施設等の協力により販路拡大
　に努めました。
　（販売委託先６件  バザー実績：計４１回）

　利用者の介護状態に合わせ、送迎・入浴および食事
などを提供し、必要に応じて機能訓練や口腔ケアのサ
ービスを提供しました。　（延べ7,581名）
＊近隣保育園・小学校とのふれあい交流会の実施　
　（コロナ禍により、手紙・マスク入れ等プレゼント  年６回）　
＊避難訓練

　利用者宅を訪問し、食事・入浴・排泄などの
介助および調理・掃除などの生活全体にわたる
サービスを提供しました。
（延べ1,652名、1,615時間） 

　障がいのある方が自立した日常生活
を送るための生活訓練を行いました。
＊火曜日開催
　（26回 延べ 50名）

令和２年度　収入支出決算
会費収入
4,467,000 寄附金収入

371,054

補助金・
助成金収入
20,705,494

受託金収入
33,286,796

介護保険収入
133,846,978

その他収入
243,691

施設整備等収入
148,500

財務活動収入
1,309,975

相談支援事業
7,840,018

法人運営・
地域福祉事業
30,802,306

共同募金
配分金事業
5,279,207

みのりの家事業
20,060,571

ふれあい
ホーム事業
618,097

地域包括
支援センター事業
37,500,633居宅介護

支援事業
18,012,218

訪問介護事業
13,674,951

通所介護事業
74,993,340

生活支援体制
整備事業
6,912,053

事業収入
1,358,624

（単位：円）

新役員紹介

収入の部 支出の部

会長再任のごあいさつ 社会福祉法人 美濃市社会福祉協議会  会長　柴田　德美
　このたび任期満了に伴う会長選任の理事会において、美濃市社会福祉協議会会長を再任することとなりました。
　いまだコロナ禍ではありますが、いっそう市民の皆様に寄り添った地域福祉を進めてまいりますので、引き続き、
ご支援とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

皆様からの善意のご寄附は大切に活用させていただきます。
（6月10日までの受付・順不同）

・東洋羽毛東海販売 (株 )　様…ハンドクリーンスプレー（１０本 )

あたたかい心ありがとうございました！あたたかい心ありがとうございました！

( 株 ) 奥田  代表取締役  奥田篤史　様
・・・テーブル９台に抗ウイルス塗装
　加工を寄附していただきました

美濃ライオンズクラブ　会員一同　様
・・・金100,000円
　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策
　用品購入資金として贈呈いただきました

美濃北デイサービスセンターへ みのりの家作業所へ

社会福祉事業へ
・匿名…金3,787円　・匿名…靴　・匿名…おれんじドアみの用ウェルカムボード

会　    長　柴田德美
副  会  長
 小林隆男　二村かず子
理　    事
 西村康利　加藤幸夫
 辻　文男　村井安實
 後藤真紀　梅村芳孝
 井川玉枝　小森　誠
常務理事　 成瀬孝子
監　    事
 浅野一彦　藤田智子
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各種相談のご案内（７月～９月）

生活の不活発にご注意ください

相談名称 実施日・受付時間 予定日・場所

法律相談

市民相談

行政相談

身障相談

介護相談

高 齢 者
総合相談

生活困窮
相　　談

第 １ ・ 3水曜
13：00～14：00

第 2 ・ 4金曜
13：00～15：00

第　2　金曜
13：00～15：00

第 4 木曜 (巡回)
13：00～15：00

月曜～金曜
（祝日除く）
8：30～17：15

７月７日、７月２１日、８月４日、８月１８日、９月１日、９月１５日

７月９日、７月３０日(第５金)、８月６日(第１金)、８月２７日、９月１０日、９月２４日

７月９日、８月６日(第１金)、９月１０日

７月８日、８月１２日、９月９日

７月２２日　上牧公民館
８月２６日　洲原防災コミュニティセンター
９月２３日　大矢田公民館

介護の悩みや介護サービス、福祉機器の利用等の相談を受け付けています。
まごころ支援センター(福祉会館内)☎31-1011

高齢者の権利擁護・虐待、健康面に関する不安や悩みの相談を受け付けています。
地域包括支援センター(市役所 １Ｆ) ☎33-1122（内線145・146）

第 ２ 木曜 (会館)
13：00～15：00

コロナ禍において、生活資金や食糧にお困りの方の相談を受け付けています。
生活困窮者自立支援相談窓口(市役所 １Ｆ) ☎33-1122（内線147）

（第１金曜）１３：３０～１４：３０ ７月２日・８月６日・９月３日お れ ん じ カ フ ェ

（第４土曜）　９：３０～１１：３０ ７月２４日・８月２８日・９月２５日にこにこおもちゃ病院

（第２水曜）１０：００～１２：００ ７月１４日・８月１１日・９月８日コミュニケーション麻雀

福祉会館
研 修 室

前号社協みのNo.173に記載したp.３「令和３年度美濃市社協予算」に誤りがございました。訂正してお詫び申し上げます。
（誤）収入総額　２３９，２８０ 円　　　→　　（正）収入総額　２３９，２８０ 千円
（誤）支出総額　２３９，２８０ 円　　　→　　（正）支出総額　２３９，２８０ 千円

①～⑤の質問に答えてあてはまるものはありますか？
あてはまる数が多いほどフレイルの可能性が高まります。

　新型コロナウイルス感染症予防のため、家に閉じこもりがちになっていませんか？
　生活が不活発になると、心身の衰弱状態であるフレイル（虚弱）を招き、要介護状態
や寝たきりとなるおそれがあります。コロナ禍による外出自粛中も、「運動」「栄養」
「社会参加」を意識して、介護予防に努めましょう。

5つの質問でフレイルチェック！ フレイル予防の3つの柱

3つ以上にあてはまるとフレイルの可能性があります

社会参加社会参加
身体活動・
体力の維持

食事バランス・
口腔機能

趣味・ボランティア

包括だより

お問合せ・相談先
美濃市地域包括支援センター
TEL：33-1122　内線145　

栄　養栄　養

運　動運　動

お詫び

生活困窮
相　　談

※予約受付は行っておりません

※第4・５週の市民相談日については予約が必要です

①体 重 減 少 6か月の間に体重が2～3㎏以上減少

②疲 労 感 (ここ2週間)
わけもなく疲れたような感じがする

③歩 行 速 度 歩く速度が毎秒1ｍ未満

④握 力 利き手の握力が
男性26㎏未満、女性18㎏未満

⑤活 動 量 軽い運動や体操、定期的な運動
または スポーツをしていない


